
B3、D地点における密度躍層と貧酸素水塊の形成状況（７月１日～１０月１日）

・密度躍層の形成には塩
分躍層の寄与度が大き
かった。

・貧酸素水塊は躍層の発
達に伴い、大潮をまた
いで長期にわたり形成
（7月上旬～8月中旬）さ
れた。

・長期にわたり形成され
た貧酸素水塊は、8月
中旬の小潮時に台風
10号が通過したことに
より解消された。
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一斉鉛直観測 【水温躍層、塩分躍層の形成状況：2006年】
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水温の鉛直断面図 塩分の鉛直断面図

・水温躍層および塩分躍層は、
概ね水深５ｍ以浅に形成された。

・表層水温の上昇は、有明海、諫
早湾の浅海部で顕著に見られ、
晴天の続いた8月3日には測線
全体に水温躍層が形成されて
いた。

・表層塩分の低下は、有明海奥
部で顕著に見られ、降雨後の7
月27日には有明海奥部を中心
に測線全体で塩分躍層が形成
されていた。

水温（℃） 塩分（psu）

水深（m）
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一斉鉛直観測 【密度躍層、貧酸素水塊の形成状況：2006年】
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密度の鉛直断面図 酸素飽和度の鉛直断面図

・密度躍層は、水深５～８ｍ付近に形
成され、躍層下には、酸素飽和度
40％以下の貧酸素水塊が形成され
ていた。

・７月13日には、40％以下の貧酸素
水塊がＢ６付近の諫早湾湾口部を
境に、諫早湾と有明海湾奥部で
別々に発生していたが、貧酸素水
塊の拡大とともに、全域に広がった。

・20％以下の貧酸素水塊は、有明海
奥部において７月20日頃から発達
し、その後諫早湾でも発生したこと
で８月３日には全域に広がった。

酸素飽和度（％）密度（σｔ)
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２４時間連続鉛直観測：酸素飽和度の経時変化
（平成18年8月31日18:00～9月1日18:00）
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・Ｄ地点では、干潮時前後に水深６ｍ以深で貧酸素
水塊が観測され、満潮時前後には水深10ｍ前後に
酸素飽和度の高い層に挟まれるように貧酸素水塊
が観測された。

・Ｆ地点では、10～15ｍ付近のみに貧酸素水塊が観
測された。

・このことから下げ潮時（南流）は、有明海奥部の貧
酸素水塊が南下し、干潮時前後に酸素濃度の低下
を示したものと推定。

・また、上げ潮時（北流）は、沖合底層の酸素飽和度
の高い水塊が北上し、貧酸素水塊が中層付近に押
し上げられたものと推定。
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